
(3) り。＠。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 靡 麟

心
の
論
議
ば
か
り
が
聞
こ
え
て
く
る

こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

周
恩
来
は
水
を
飲
ん
で
井
戸
を
掘
っ

た
人
の
苦
労
を
思
え
と
い
い
、
「
飲

水
思
源
」
の
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
水

源
地
の
こ
と
も
考
え
て
欲
し
い
。
自

然
調
節
ダ
ム
こ
そ
は
下
流
で
言
う
、

空
に
し
て
待
つ
ダ
ム
で
あ
り
、
立
地

の
町
に
と
っ
て
誠
に
ス
タ
イ
ル
の
悪

い
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
協
力
し
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
も
湖
と
周
辺
の
活
性
化
に

つ
と
め
て
い
ま
す
。
ボ
ー

ト
コ
ー

ス、

へ
ら
鮒
。
オ
、
ソ
ド
リ
は
わ
が
国
の

三

分
の
一
、
三
、

0
0
0羽
が
飛
来
し

て
い
ま
す
。
環
境
整
備
に
も
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
だ
が
、

水
平
ら
か
な
れ
ど
も
地
平
ら
か
な
ら

ず
、
効
果
的
な
こ
と
に
な
ら
ず
残
念

で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
大
会
が
一
っ

の
契
機
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
日
の
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
川
を

軸
と
し
た
地
域
間
交
流
全
国
事
例
報

告
を
中
心
に
展
開
さ
れ
、
明
日
は
鹿

野
川
湖
大
会
に
あ
わ
せ
交
流
協
議
会

が
中
心
と
な
っ
て
新
規
開
発
さ
れ
た
、

E
x
c
h
a
n
g
e
、
E
ボ
ー
ト
大
会
が
行

わ
れ
ま
す
。

E
ボ
ー
ト
、
日
本
で
は

は
じ
め
て
の
大
会
と
も
言
え
ま
す
。

盛
会
で
、
今
後
の
協
議
会
の
活
性
化
、

地
域
、
流
域
の
活
性
化
の
促
進
に
つ

な
が
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

で熱組新うつーも換に九性 ま上かたでしさ
各しくんし共い

四
高がよ州化こしがな生一

町た語でい通て 万知行るのにのたっコ 活 河
てん愛 人肱
のが媛

村゜らい地のは＋のわ事グ努ぁ゜
と

と れ＜域財、川神れ例ルめ
てミが川基正忍 川

も たのづ産四 源明ま報 l て、
と し、ュ形の調子 暮

そ のがくを万雙貞し告プい
＜二成流講 川 ー

活
る流 I._ テさ域演 直^ b 

れ が目 り 十口男たと代中域 とィれでが人贔横し
ぞ 印的に力‘川衆さ°意表四間 話が個はぁと授山（こ
れ 象だ取とと巴ん中見四国で さ出性川り暮の
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し横昭い
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と のと 昭市
し中題市

-て

クt_..,l 
社 — - ,Jて - ■ - 応付
岨 田幕 a
占依 周 t
閉会のあいさつをする
建設省山鳥坂ダム工事事務所長・実行委員会副委員長

（西
田
明
未
）

環
境
造
形
作
家
の
西
田
明
未
さ
ん

の
特
別
講
演
が
あ
り
、
壁
画
や
石
の

モ
ニ
ュ
メ
ソ
ト
な
ど
自
ら
手
が
け
た

作
品
を
取
り
上
げ
「
地
域
に
根
差
し

た
自
然
の
再
現
を
目
指
し
た
い
」
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

（
森
山
英
一
）

本
日
は
長
時
間
に
わ
た
る
シ
ソ
ボ

ジ
ウ
ム
で
し
た
が
、
ご
静
聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
貴
重
な
話
を

賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
私
逹
が
こ
れ
か
ら
造
る

ダ
ム
の

P
R
を
少
し
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
私
達
の
ダ
ム
は
、
利
水
、
洪
水

調
節
と
い
う
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
松
山
に
お
い
て
、
渇
水
の

大
変
な
被
害
が
で
ま
し
た
。
今
年
は
、

建
設
省
山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事

務
所
長
お

iL
の
あ
い
さ
つ

「
水
と
緑
」
「
光
と
風
」
の

調
和
を
も
と
め
て

個
性
を
生
か
し
た
広
域
事
業
の
取
り

組
み
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

一手漕ぎボート

第 1位

第 2位

第3位

風の博物館（肱川 ）

2分25秒94

江戸川チーム（東京）

2分28秒08

山鳥坂ダムB（肱川 ）

2分37秒09

Eボート（ドラゴンポート）

第 1位

第2位

第 3位

怒濤会（松山 ）

3分24秒18

風になりたい人達（肱川 ）

3分32秒08

宇和川建設（肱川）

3分40秒46 高知県須崎工業高校から
ソーラーボートも参加

大
洲
市
を
中
心
に
、
肱
川
の
洪
水
に

よ
る
大
変
な
被
害
を
う
け
ま
し
た
。

私
達
の
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
、
松
山

の
渇
水
も
軽
減
で
き
ま
す
し
、
今
回

の
よ
う
な
大
洲
の
水
害
も
軽
減
で
ぎ

る
と
思
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
の
完

成
に
向
け
て
現
在
着
々
と
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
全
国
ダ
ム
・
流
域
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
数
年
後
に
ま
た
肱
川

に
や
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
時
は
山
鳥
坂
ダ
ム
を
立
派
に
造
り

上
げ
て
、
そ
こ
を
会
場
に
し
て
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

こ
の
後
、
十
八
時
か
ら
公
民
館
に

場
所
を
移
し
て
交
流
会
が
行
わ
れ
、

明
日
は
風
お
こ
し

•
E

ボ
ー
ト
大
会

も
開
催
さ
れ
ま
す
。
レ
ー
ス
に
勝
つ

た
め
に
は
、
交
流
会
で
一
杯
御
馳
走

を
食
べ
て
、
一
杯
お
酒
を
飲
ん
で
、

地
響
き
の
す
る
よ
う
な
花
火
を
観
て

頂
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
明
日
の
レ
ー
ス
に
参

加
す
る
方
々
の
ご
健
闘
を
祈
念
し
ま

す
と
同
時
に
、
本
日
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
方
々
の
各
地
域
に
お
け
る

益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
閉
会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



尻R。額 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛躙 (4)

秋の交通安全運動
9月21日～9月30日までの10日間

-、コ
しめよう

守ろう

“カチッ'’

“キチッ'’

E噸 'imm:

とベルト
と）レール

①高齢者の交通事故防止

②シートベルトの着用の徹底

皆さん一人ひとりが安全運転に心がけ事故

のない明るい町をつくりましょう。

壻 ー＝ニ
＝ 羞ジーーニ=

今
回
は
、
地
震
に
対
す
る
対
策
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

万
が
一
地
震
に
遭
っ
た
と
ぎ
、
心

構
え
と
対
策
は
万
全
で
す
か
。

も
し
自
動
車
な
ど
車
を
運
転
し
て

い
る
と
き
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
、
急
ブ

レ
ー
キ
は
禁
物
で
す
。
地
震
を
惑
じ

た
ら
、
徐
々
に
速
度
を
落
と
し
他
の

車
に
気
を
つ
け
待
避
所
（
や
む
を
得

な
い
時
は
道
路
左
側
）
に
停
車
し
て

下
さ
い
。

そ
し
て
、
エ
ソ
ジ
ソ
を
切
り
揺
れ

が
お
さ
ま
る
ま
で
車
外
に
出
ず
、
ラ

ジ
オ
な
ど
で
情
報
を
得
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
車
を
離
れ
て
避
難
す
る

よ
う
な
と
ぎ
は
、
キ
ー
は
付
け
た
ま

ま
と
し
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
は
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
傾
斜
地
や
海
辺
で
グ
ラ
ッ
と

き
た
ら
、
山
腹
な
ど
の
造
成
地
は
地

震
に
弱
い
の
で
速
や
か
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
海
辺
で
は
、
地
震
に
よ
り

津
波
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
そ
の
場
か
ら
安
全

な
場
所
又
は
高
台
な
ど
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

そ
の
時
、
特
に
必
要
な
こ
と
は
、

情
報
を
集
め
る
こ
と
で
す
。
ど
ん
な

さ
さ
い
な
情
報
で
も
、
お
互
い
が
協

力
し
て
情
報
を
集
め
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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平
成
七
年
八
月
九
日

（
水
）
山
鳥
坂
ダ
ム
工
事

事
務
所
に
お
い
て
、
職

員
二
十
三
人
を
対
象
に

普
通
救
命
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
講
習
会
は
、
心
肺

蘇
生
法
を
中
心
に
三
時

間
行
い
、
最
後
に
効
果

確
認
を
実
施
し
、
受
講

者
全
員
に
修
了
証
を
交

付
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
、

住
民
に
よ
る
応
急
手
当

の
必
要
性
を
考
え
る
と

大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
救
急
事
故
現
場
で
積
極
的
な
応

急
救
護
処
置
が
行
わ
れ
る
も
の
と
確

信
し
ま
し
た
。

〔川上支署〕

普通救命講習会を開催

＊わからないこと、
気になることは、

お気軽に調査員に。

愛媛県肱川町
心肺蘇生法を熱心に学ぶダム工事事務所のみなさん

ま
た
、
今
後
に
お
い
て
も
各
団
体

及
び
各
事
業
所
等
に
も
広
く
呼
び
掛

け
、
応
急
手
当
の
普
及
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ

な

た

の

家

に

す

ま

査
）
ぃ

調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

し

国
勢
調
杏
に
ご
協
力
を
＇
・
日
伺

ぉ

10
月
1
日、

5
年

に

一

度

全

国

一

斉

に

人

口

罪

5
B
C
が

ー

員

な

ど

を

調

査

す

る

国

勢

調

査

が

行

わ

れ

ま

す

。

勢

OJi
査

こ
の
調
査
を
前
に
調
査
員
が
調
査
票
を

1

調に

7

旬

・

企

国

年

持
っ
て
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
ま
す
。
(
'

平

月

.
0成
下

ー
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
統

（＇

，
 

゜

計

以

外

の

目

的

に

使

う

こ

と

は

，

．

法
律
で
禁
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
あ
り
の
ま
ま
を
正
確
に

ヽ

[

)
]

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

調
査
票
は
後
日
、
調
査
員
が

r

.

回
収
に
伺
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
り
の
ま
ま
あ
な
た
の
答
え
が

国
の
基
礎

。
し
・ぃ`

゜。・出
9

g
`＼

p
 ｀
 

9
『

'
3
9

'‘ら＼＂＂．}心

今月の写真で見る出来事

; 
14 

大
谷
盆
踊
り

8
/
13 

岩
谷
盆
踊
り



(5) 7/。＠。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鰯麟

司法書士

無料法律相談所の開設

愛媛県司法書士会では、愛媛県土地家屋調

査士会、松山公証人会と共催で10月 1日から、

法の日の週間行事として司法書士無料法律相

談所を開設いたします。

相談内容は、不動産の相続、売買、などの

登記に関するもの供託の手続ぎに関するもの、

訴訟手続き（書類作成等）に関するもの、また

土地の境界、面積の測量等表示登記に関する

もの、及び公正証書の作成などを中心に関連

するさまざまな相談もお受けします。

日時

10月2日 午前10時から午後3時まで

総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を

広
く
国
民
に
知
っ
て
も
ら
い
そ
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
十
月
十
五
日

（
日
）
か
ら
二
十
一
日
（
土
）
ま
で
の
一

週
間
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、

全
国
的
に
各
種
の
行
事
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

肱
川
町
で
も
、
総
務
庁
長
官
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員
が
、
次
の
と

お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま

す。1
、

日

時

平
成
七
年
十
月
二
十
日
（
金
）

十
三
時
三
十
分
？

十
六
時
三
十
分

＊
相
談
は
無
料
で
、

ら
れ
ま
す
の
で
、

用
く
だ
さ
い
。

場所

肱川町公民館

2
、

場

所

肱
川
町
公
民
館

3
、
行
政
相
談
委
員

肱
川
町
鹿
野
川

4
、
相
談
内
容
例

道
路
、
交
通
安
全
、
登
記
、
郵

便
、
消
費
生
活
、
社
会
福
祉
、

公
害
、
職
員
の
応
接
態
度
の
改

善
、
昼
休
み
時
間
帯
の
窓
口
受

付
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
菩

に
関
す
る
意
見
・
要
望
な
ど
で

す。

秘
密
は
固
く
守

お
気
軽
に
ご
利

福
田

行
政
相
談
週
間
と行

政
相
談
所
の
開
設

保

願き 動札置力 てのな安郵
い‘是をの運月郵い検く全便郵
い未非展設動間便ま針‘保物便
た設こ開置 L._ を 局す 票新 護の 受
し置のしの期ーで °等聞に正箱
まの運て普間郵は の・重確及
す 場動い及と便‘ 差電要・び
°合にま促定受九 入気で迅表
にごす進め箱月 れ•あ速札
は理°に‘及と に ガ る な の
ご解 向受び十 も ス ば 配 設
協い け 箱 表月 役・か達置
力た ‘と札の 立水り及は
おだ 運表設二 つ道でび‘

平成7年用かもめ～る当せん番号
かもめーる賞
テレビデオ又はア
ウトドアセットか
ら 1点違軒尺

ふるさと小包賞 41元 4367
ふるさと小包42品
ワールドゆうパック 41元 7655
8品の精選50品から
1点選択 41元 0703

切手シート賞 21加 61下21加 95
ふみの巳の

切手シート
21ガこ60下2けた82

(80円X 1枚） 21加 35下21加 73

貫品引換期間 H7年9月4日～H8年3月4日

51元 40925 な
お
、
郵
便
受
箱
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
肱
川
郵
便
局
で
も
斡
旋
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

只
合
「
郵
便
受
箱

表
札
設
置
運
動
」
展
開
中
！

肱川

郵便局

松山西社会保険事務所が

移転します

松山西社会保険事務所

が庁舎新築にともない次

の場所に移転します。

新事務所は、松山北環状

線沿いの大きな道路に面

した場所にあります。

【場所は..】

〒790松山市南江戸

三丁目4番8号

【業務開始年月日は...】

平成 7年10月23日（月）

【電話番号は…】

0899(25)5105 
ロ
．
 

網こ

交通案内 市内電箪松山駅前下葦、徒歩で15分
J松山駅より徒歩で15分

9
/
1

リ
ハ
ビ
リ
教
室

ぶ
ど
う
狩
り
（
五
十
崎
町
）

8
/
1
5
 
正
山
風
の
祭
り



沈R。額） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂 麟 (6)

最低賃金改正の

お知らせ
ロ―— 平成 7 年国勢調査

脚l1町の人口呪g⑪麟につし←口
目的

国勢調査への関心を高め、
理解と協力を得ることを目的
とする。

2. 募集内容

平成 7年10月 1日国勢調査
による肱川町の人口予想を募
集します。

3. 賞品

テレホ‘ノカード (50度数）
10人

4. 応募資格

肱川町内に住んでいる小学
生以上

5. 応募方法

官製はがきに予想人口 、住
所、氏名 、職業（小中学生は
学校名と学年）年齢

1. 
愛媛労働基準局では、県内で働く

すべての労働者に適用される「愛媛

県最低賃金」を改正し10月 1日から

実施することとしました。

この決定により 10月 1日以降労働

者に支払う賃金は、 1日 4,486円

(1時間563円）以上としなければな

りません。

r--------------------------------------------―’ 

！詳細等のお問い合わせ先は；

i 八幡浜労働基準監督署 ： 
i (80894- 22- 1750) i 
. ---------------------------------------------. 

8. 

9. 

1人 1枚 1解答、 1人が 2
枚以上応募した場合はすべて
無効となります。

6. 応募先

肱川町役場総務課統計係まで

7.締切

平成 7年10月 1日

当選者の決定

同一 の解答があった場合は
抽選により当選者の順位を決
定します。

当選者の発表

直接本人にテレホ‘ノカード
を送ります。

＊参考
国勢調査肱川町人口

平成 2年 3,479人

～ロマンを探す舷海か始まる～

□ 国立波方海員学校

学生募集ー／〉

労働保険

加人で広がる 職場の笑顔

事業主の皆様

労働保険の加入はおすみですか？
0 内航船舶の船舶職貴（船長・航海士・機関長・機関土）

の養成

〇修業年限

0募集人員

0入学資格

0選抜方法

2年

専修科約80名

高等学校卒業又は高卒同等 資格以上の者

(1) 推鷹による入学者選抜

（書類審査、適性検査、面接）

(2) 一般入試による入学者選抜
（国語 I、数学 I、英語 I)

推薦 10月 1日～11月 2日

一般入試 10月 1日～11月20日

0問合せ先 〒799-21 愛媛県越智郡波方町波方

波方海員学校教務課 云 (0898)41-9640（代）

0 出願期間

労働省では、 10月 1日から 10月31日までを

「労働保険適用促進月間」と定め、労働保険

（労災保険・雇用保険）の未加入事業場の解消を

全国的に展開しています。

加入していない事業主の方は、

きをしてください。

お早めに手続

労働保険についてのご相談•お問い合わせは

八 幡 浜 労 働 基 準 監 督 署
四 0894(22)1750

大洲公共職業安定所
公 0893(24)3191

No.~釦つっ“”)@.... 
は
じ
め
ま
し
て
優
衣
で
す
。

い
た
ず
ら
好
き
で
、
や
ん
ち
ゃ

だ
け
ど
、
笑
顔
だ
け
は
誰
に
も

負
け
な
い
、
か
わ
い
い
み
ん
な

の
ア
イ
ド
ル
で
す
。
最
近
は
、

ぬ
い
ぐ
る
み
と
遊
ぶ
事
が
大
好

ぎ
で
す
。
こ
ん
な
私
だ
け
ど
み

ん
な
仲
良
く
し
て
ね
。

松
井

ゆ

い
優
衣
ち
ゃ
ん（

上
森
山

平
成
5
年
12
月
22
日
生

1
歳
9
か
月__,----

お父さん
功さん

お母さん
由加里さん

大
好
ぎ
な
も
の
が
い
っ
ば
い

あ
り
す
ぎ
て
、
毎
日
大
忙
し
。

今
日
も
お
友
達
と
か
け
っ
こ
？

し
た
り
、
歌
を
歌
っ
て
「
超
ご

き
げ
ん
」
の
知
佐
で
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お父さん
浩一さん

お母さん
佐和子さん

平
成
5
年
12
月
14
日
生

1
歳
9
か
月
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平成 6年度共同募金受入状況

共同募金

種 別 金 額

戸 別 募 金 498,734 

街 頭 募 金 44,980 

A 子 校 募 金 94,867 

職域団体募金 82,041 

大 ロ 募 金 111,000 

合 計 831,622 

歳末た す けあい募金

種 別 金 額

戸 別 募 金 503,432 

篤 志 募 金 108,200 

合 計 611,632 

.

,

 

一〇
社
協
だ
よ
り

赤
い
羽
根
募
金

優
し
さ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

期
間
10
月
1
日
し

1
2
月
3
1
日

共

同

募

金

に

つ

き

ま

し

て

は

、

毎

や

っ

て

参

り

ま

し

た

。

お

互

い

が

年
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
「
助
け
合
い
」
と
い
う
言
葉
の
も
と
に

厚

く

お

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

ご

協

力

を

い

た

だ

け

れ

ば

幸

い

で

す

。

本
年
は
、
一
月
十
七
日
に
発
生
し
今
年
も
十
月
一
日
よ
り
十
二
月
―
―
-
+

た
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
義
援
金
は

一
日
ま
で
募
金
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

共

同

募

金

会

始

ま

っ

て

以

来

と

想

わ

町

内

の

皆

様

か

ら

の

温

か

い

善

意

の

れ

る

、

二

百

数

十

万

円

も

い

た

だ

き

募

金

は

、

給

食

サ

ー

ビ

ス

、

障

害

者

ま

し

た

。

こ

れ

も

、

一

重

に

被

災

地

へ

の

援

助

、

長

期

療

養

者

へ

の

見

舞

の
方
々
に
対
す
る
思
い
や
り
と
、
共
い
等
に
活
用
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

同
募
金
に
対
す
る
理
解
が
多
大
に
あ
っ
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
戸
別
募
金
、

た

も

の

と

惑

謝

し

て

い

ま

す

。

又

街

頭

募

金

を

行

い

ま

す

の

で

宜

し

赤

い

羽

根

の

共

同

募

金

の

季

節

が

く

お

願

い

申

し
上
げ
ま
す
。

肱川町社会福祉協議会i
lで (0894)34--2Mo I 

I 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

共

栄

奥

田

中

津

坂

本

宝

塚

市

村

上

お
元
気
で
す
か
'
・

肱
川
中
学
校
で
は
、
社
会
福
祉
活

動
の
一
環
と
し
て
町
内
の
独
居
老
人

世
帯
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
年
は

風
鈴
を
持
参
し
て
プ
レ
ゼ
ソ
ト
し
ま

し
た
。
風
鈴
は
さ
っ
そ
く
開
包
さ
れ

美
し
い
音
色
を
出
し
て
夏
の
風
物
詩

と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
は
日
ご
ろ
の

苦
労
ま
た
、
昔
話
な
ど
を
聞
い
て
勉

強
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
私
が
同
行

し
た
老
人
宅
に
お
い
て
は
、
訪
問
が

完
全
に
お
客
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
い

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
次
第
で
す
。

昨
年
に
続
ぎ
、
プ
レ
ゼ
ソ
ト
さ
れ
た

老
人
は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
中
学
校
で
は
生

徒
が
自
主
的
に
福
祉
に
つ
い
て
計
画

を
進
め
、
交
流
を
深
め
て
い
く
予
定

で
す
。

ま
ご
こ
ろ
の
使
者

勝
昭
様

隆
男
様

文
江
様

ー 今後の予定 一

10月12日 県老人クラプ大会

10月17日 県社会福祉大会

10月31日 老人クラプ運動会

11月8日人権集会

11月29日～12月1日

宇和町

趣昧の作品展

〔
心
の
コ
ン
パ
ス
〗

も
う

二
十
六
年
も
前
に
な
ろ
う
か

日
本
で
最
初
だ
っ
た
と
思
う
が
、
札

幌
医
大
で
心
臓
移
植
の
手
術
が
行
わ

れ
た
。
以
来
、
二
十
数
年
問
の
空
白

を
お
き
、
近
年
、
ま
れ
で
は
あ
る
が

臓
器
移
植
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後

加
速
的
に
こ
の
勢
い
が
助
長
さ
れ
て

い
く
可
能
性
は
大
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
時
期
早
尚
と
慎

重
な
意
見
や
、
こ
れ
を
否
認
す
る
意

見
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
の
も
現

実
で
す
。
脳
死
を
固
体
死
と
認
め
脳

死
と
判
定
さ
れ
た
者
か
ら
臓
器
を
摘

出
し
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
者
に
移

植
し
患
者
の
生
命
を
延
長
す
る
、
こ

の
医
療
は
欧
米
で
は
行
わ
れ
て
い
る

が
、
し
か
し
、
日
本
で
は
社
会
の
古

い
因
習
な
ど
に
縛
ら
れ
脳
死
が
固
体

死
と
し
て
認
定
さ
れ
ず
、
医
療
と
し

て
定
着
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
そ
れ
を
必
要
と
す
る
患

者
は
海
外
に
出
て
手
術
を
し
世
界
の

盟
盛
を
買
っ
て
い
る
。

先
進
国
で
臓
器
移
植
が
認
め
ら
れ

て
い
な
い
の
は
日
本
だ
け
で
あ
る
。

東
西
文
化
の
異
質
は
、
日
本
人
の
生

活
習
慣
、
あ
る
い
は
宗
教
文
化
の
永

い
伝
統
の
中
で
成
熟
し
た
歴
史
を
背

景
に
も
っ
て
い
る
だ
け
に
早
急
に
改

変
出
来
な
い
根
強
さ
が
あ
る
こ
と
は

事
実
で
し
ょ
う
。
脳
死
の
判
定
そ
の

も
の
が
、
ま
だ
未
解
決
の
問
題
を
残

し
て
い
る
。
本
来
、
脳
死
判
定
は
医

療
行
為
を
中
止
す
る
か
ど
う
か
の
問

題
で
あ
っ
た
も
の
が
、
臓
器
を
脳
死

状
態
の
人
の
身
体
か
ら
摘
出
す
る
と

い
っ
た
別
の
目
的
を
も
つ
問
題
に
す

り
か
え
ら
れ
、
む
し
ろ
こ
の
方
が
主

と
な
っ
た
惑
で
あ
る
。
人
間
の
死
は

医
学
的
に
も
法
律
的
に
も
心
臓
停
止

を
も
っ
て
判
定
さ
れ
て
来
た
。
医
学

的
に
確
認
さ
れ
た
人
間
の
死
を
遺
族

が
心
情
的
に
受
容
す
る
た
め
に
は
一

定
の
時
間
の
経
過
が
必
要
で
す
。
心

臓
が
鼓
動
し
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
て

い
る
脳
死
者
を
、
た
だ
ち
に
死
者
と

み
な
す
事
は
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
で

あ
る
。日

本
人
と
西
洋
人
と
は
違
っ
た
身

体
観
が
心
の
底
に
根
づ
い
て
い
る
。

生
命
を
喪
失
し
た
遺
体
や
遺
骨
を
収

集
す
る
の
に
日
本
人
は
異
常
な
執
念

を
み
せ
る
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

永
い
歴
史
の
中
で
人
体
を
精
神
と
肉

体
の
一
体
化
し
た
存
在
と
み
な
し
、

生
命
を
失
っ
た
身
体
を
物
質
視
し
え

な
い
思
想
を
人
々
が
日
常
生
活
の
中

で
抱
い
て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

臓
器
移
植
の
問
題
に
対
し
て
、
日
本

文
化
の
構
造
を
変
革
し
な
い
限
り
、

さ
ら
に
永
い
年
月
の
経
過
が
必
要
と

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
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三たが設定する21世紐•2001年の記念日が、あなたの夢の調開日です。9 I 

どなたでも気軽にご契約できる定期積金です。

JAでは21世紀を迎えるに当り記念貯蓄として新しく・開発、県rJA一斉に 9月18から21世紀記

念B定積「夢浪漫21」を発売推進を始めました。

100年に一度来る記念すべき時代の節Hを迎えるに当りそれぞれ各家庭・各個人にとって意味のあ

る記念Bになるはずです。この大切な記念日に合わし満期を迎えてお祝いしたいものです。

どうか主旨をご理解下さいましてご利用ご契約下さいますようお奨め致します。

自標型

—-4年
(48回）

4年 6か月
(54回）

5年
(60回）

5年 6か月
(66回）

6年
(72回）

毎月21,000円

毎月 18,000円

毎月 16,000円

毎月 15,000円

毎月 13,000円

-I 448年回 ＇ （ ） 毎月42,000円

口(年546回か）月 毎月37,000円

(650年回） 毎月33,000円

← 5-• (年666回か）月 毎月30,000円

(762年回） 毎月27,000円

最終回の掛金は、金利情勢により巽なります。また、給付補てん金には20%0)税金が課税されます。

定額型

—1•胃·t•t•一
4年 6か月 お受取額

(54回） 1,093,000円

5年 お受取額

(60回） 1,219,000円

5年 6か月 お受取額

(66回） 1,343,000円
--

6年 お受取額

(72回） 1,468,000円

お受取額は、おおよその金額であり、金利情勢により若千異なります。

また、給付補てん金には20％の税金が課税されます。

毎月の掛金30,000円の場合

4(年546回か）月
お受取額

1,639,000円

(650年回）
お受取額

1,829,000円

5(年666回か）月
お受取額

2.01 5.000円

(762年回）
お受取額

2.202.000円

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川

肱川町森林組合

JA21世紀記念日定期積金

21 
金証書

Ĵ  
定期積立証書
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人
に
七
癖
あ
る
よ
う
に
、
木
材
に

も
い
く
つ
か
の
癖
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
―
つ
が
、
木
材
の
繊
維
の
並
び
方

に
よ
っ
て
現
れ
る
ね
じ
れ
な
ど
の
癖

で
す
。ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
繊
維
は
樹
軸
に

お
お
む
ね
平
行
で
、
真
っ
す
ぐ
に
並

ん
で
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、

カ
ラ
マ
ツ
の
繊
維
は
幹
の
周
り
を
旋

回
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
若
齢
の

も
の
に
旋
回
の
程
度
の
大
き
い
も
の

が
現
れ
ま
す
。
旋
回
の
方
向
は
ほ
ぽ

左
方
向
で
一
定
し
て
い
ま
す
。
南
洋

材
に
も
、
繊
維
が
旋
回
し
て
い
る
樹

木
の
種
類
は
多
い
の
で
す
が
、
旋
回

の
方
向
は
カ
ラ
マ
ツ
と
は
違
っ
て
、

左
回
り
と
右
回
り
が
交
互
に
出
て
き

ま
す
。
そ
れ
で
、
カ
ラ
マ
ツ
の
場
合

は
旋
回
木
理
と
呼
ば
れ
る
の
に
対
し

て
、
南
洋
材
の
場
合
は
交
錯
右
回
り

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ス
ギ
で
は
真
っ

す
ぐ
な
木
理
が
多
い
と
い
い
ま
し
た

が
、
な
か
に
は
繊
維
の
並
び
方
の
乱

れ
に
よ
っ
て
丸
太
の
表
面
が
凹
凸
状

に
な
る
も
の
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

天
然
し
ぼ
丸
太
と
称
さ
れ
珍
重
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
繊
維
の
並
び
方

の
乱
れ
た
木
理
は
、
製
材
す
る
と
材

面
に
い
ろ
い
ろ
な
模
様
が
現
れ
ま
す

が
、
こ
れ
を
杢
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

杢
は
ス
ギ
の
ほ
か
、
ア
カ
マ
ツ
、
ケ

ヤ
キ
、
カ
エ
デ
、

ト
チ
ノ
キ
な
ど
に

も
現
れ
ま
す
が
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な

木

材

模
様
に
、
笹
杢
、
ち
ぢ
れ
杢
、
あ
み

杢
、
玉
杢
な
ど
と
い
う
多
分
に
連
想

的
、
感
覚
的
な
呼
び
名
が
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

カ
ラ
マ
ツ
の
旋
回
木
理
は
、
角
材

に
す
る
と
、
乾
燥
す
る
に
し
た
が
っ

て
繊
維
の
方
向
に
沿
っ
て
ね
じ
れ
る

の
で

一
般
に
柱
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

南
洋
材
の
交
錯
木
理
は
、
旋
回
方
向

に
そ
れ
ぞ
れ
ね
じ
れ
ま
す
が
、
柾
目

板
に
製
材
す
る
と
旋
回
方
向
の
異
な

る
も
の
が
交
互
に
現
れ
、
お
互
い
が

抑
制
し
合
っ
て
、
狂
い
は
さ
ほ
ど
大

き
く
な
ら
ず
、

柾
目
面
に
交
錯

木
理
が
筋
状
の

模
様
に
な
っ
て

現
れ
る
の
で
、

リ
ボ
ソ
杢
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
ウ
ォ
ー

ル
ナ
ッ
ト
の
リ

ボ
ソ
杢
は
有
名

で
す
。
ケ
ヤ
キ

の
玉
杢
な
ど
の

模
様
は
美
し
い

う
え
、
五

0
0

年
以
上
も
経
っ

た
老
木
に
た
ま

に
し
か
現
れ
な

い
の
で
、
杢
が

出
る
よ
う
な
木

材
は
た
い
へ
ん

の

話

（
も
く
に
つ
い
て
）

柳
川

欅 玉 杢 盤

高
価
で
す
。
そ
の
た
め
、
丸
太
か
ら

一
番
す
ば
ら
し
い
杢
が
出
る
よ
う
に
、

木
挽
さ
ん
が
大
き
な
鋸
で
注
意
深
く

角
材
に
ひ
き
、
そ
れ
を

0
•
三
＼
程

度
の
薄
板
に
し
て
合
板
な
ど
の
上
に

張
っ
て
、
天
井
板
や
床
回
り
材
と
し

て
使
用
す
る
の
が
普
通
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
繊
維
が
ね
じ
れ
る

と
い
う
木
の
癖
も
、
毛
嫌
い
さ
れ
る

も
の
か
ら
貴
重
品
扱
い
さ
れ
る
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

（
林
業
改
良
指
導
員

吉野 杉 中杢天井板 秋 田杉上杢天井板 春 日 杉 天 井 板
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• 一•• . ！ 

! - - -ノー ←椎 茸市 況． i ！ 一、‘ - 9 - - --

i 優良材生産は直材づくりから．／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ! ！ 
i •=-----•-1-------,..i....•-·1-'=-1-1 -.,,._.,.,.--, ~,~---... ・-・---- -. ! 
！ ！ 
｝ 平成 7年 8月26日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I ! 
！ 県森連市況 市売日…平成 7年 9月 5日 ！ 
! 

大洲木市より （単位面当り：円）
． 市売数呈・・・1,060ケー ス 20,100kg ! 

！ スギヒノキマッ 平均単価 3,028円 i 
！ 長さ末口径
l 直曲がり直曲がり 直

そ の 他 銘柄別単価 ！ 
！ 

i I IZ ~下本 401 本 241 本 555 本 316
銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場！

し

8 cm上本 435本 303本 686本 588 こうこ 5,300 ~ 6,500 保 特 用 大 2,600~ 4,000 保 ！ 

, 4 ml3cm上 21,500 -45,000 -18CTD上18,000 大 厚 4,000~6,500 保特用中 3,500~ 5,200 強！
18 cm上18,200 I -I 46, ooo I -~4cm上 25,000

l I 124 cm上18,300 I -I 48, ooo I -130cm上40,000 中 厚 4,500~ 5,700 保特用中小 2,300~ 4,600 保 ！ 

l 7 cm下本 180本 139本 200本 141 中小淳 3,400~ 4,900 保特用小 2,000~ 4,200 強 ！ 

i I 1.8. cm上本 250本 250本 270本 263 小 厚 3,500~4,300 強大パレ 2,000~ 3,400 保 ！ 
11 cm上13,6001 12s,2001 I I I•, l 13m 13 cm上24,200 I -I 39, 100 I -118cm上17,000 大ウス 3,000~ 5,300 保中バレ 1,800~ 3,000 保 ・t l 18 cm上 21,700 -41,300 -24cm上20,000 中ウス 3,500 ~ 5,500 保 中 小 パ レ l,400 ~ 2,800 保

l I 12 4 cm上16: soo I -I. I 130叫 t 
! 7 cm下本 60本 一 本 60本ー パリ材 i 中小ウス 3,000 ~ 4,300 保小パレ 600 ~ 1,600 弱

! 2 m 8 cm上本 120本 一 本 120本ー （松・杉・桧 小ウス 2,400~3,600 保変 形 2,000~ 3,800 保 ｝ 
! 16 cm上 10,000 -22,000 -13cm上 末口 3~7  cm) ジャミ 1,800 ~ 4,000 強 色 悪 ウ ス 1,200 ~ 2,200 蒻 i 

30 cm上 30cm上
長さ 2.0m 

! 13 cm上25,5001 168,600 
どんこ大 4,700 ~ 6,300 保色悪パレ 200 ~ 1,400 弱 ！ 

i 6 m 18 cm上 23100 67 1oo どんこ中 4,500 ~ 5,000 強 4粒トヘノコ l,800 ~3,400 強 ： 
！ ！ 特 選 268,800 どんこ小 3,600 ~ 4,800 強スライス 100 ~ 1,800 蒻
！ 

！ 足 場 1m当たり 70円～160円 本 180円 概況 どんこ系、厚肉系の出品が比較的多く相場を上げた。特に輸出関連のと・

！ 杉、桧丸太入荷減から売行良いも製材品荷動不透明で相場保合。松新 んこに買い気が集中していた。また、進物系の香信中葉（中ウス、特用中葉） ＇ 
！ 備考材買気強い。 も買い気が出て来た。（軽いもの）パレ葉は、一時に比ぺて底上げ感は出た ！ 

！ が、価格は依然として低い。スライスは、出品が多く品質も悪い。全体とし ！ 
！ ては、やや市況回復に向かっていると思われる市であった。 ！ \.-~--------------------------------------"-------------------' 

シンプル操作で

使いやすい軽快2条刈り

近
年
、
コ
ソ
バ
イ
ソ
に

よ
る
巻
き
込
み
等
の
事
故

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ソ
バ
イ
ソ
に
よ
る
事

故
は
県
下
の
農
機
事
故
の

中
で
、
稼
働
時
間
か
ら
み

る
と
事
故
発
生
率
の
高
い

機
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
機
事
故
の
ほ
と
ん
ど

は
、
基
本
的
操
作
が
不
十

分
で
あ
っ
た
り
、
使
用
者

の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

か
ら
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
繁
期
に

お
い
て
は
、

①
点
検
・
調
整
を
し
た
り、

ワ
ラ
巻
き
付
き
、
つ
ま

り
を
取
り
除
く
時
は
必

ず
工
ソ
ジ
ソ
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

②
体
に
ピ
ッ
タ
リ
合
っ

た
服
装
で
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
あ
ぜ
ご
え
は
あ
ゆ
み
板
を
か
け
て
、

路
肩
に
寄
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

④
補
助
者
と
常
に
声
を
掛
け
合
っ
て

作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
作
業
の
前
後
に
は
点
検
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。

・
・
・
・
・
・
な
ど
農
作
業
安
全
に
一
層
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

J

A
で
は
、
「
農
作
業
安
全
月
間
」
と

し
て
秋
の
農
機
安
全
使
用
運
動
を
展

開
し
、
農
業
機
械
の
安
全
使
用
の
推

進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
、
農
作
業
安
全
は

家
族
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

農
機
具
に
よ
る

事
故
防
止
に
つ
と
め
よ
う

＇ロロ
mm-

10
月
3
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

10
月
4
日
（水）
中
津
方
面

10
月
5
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

10
月
9
日
（
月
）
月
野
尾
・

小
藪
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

10
月
1
1
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
1
2
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
17日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

10
月
18
日
（
水
）
中
津
方
面

10
月
19
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

10
月
24
日
（
火
）月
野
尾
・
小
藪
方
面

10
月
25
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
26
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
31
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
0
月
醤
油
配
達
予
定
表

10
月
6
日
（
金
）
大
谷
方
面

10
月
13
日
（
金
）
岩
谷
・

小
藪
方
面

10
月
20
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

10
月
2
7
日
（
金
）
予
子
林
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

10
月
2
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

10
月
5
日
（
木
）
上
石
丸
・
師
走
野

・

下
小
藪
・
中
野

1
0月
7
日

（
土
）
藤
野
原
•
町

10
月
9
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

10
月
1
2
日
（
木
）
久
保

10
月
14
日
（
土
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

10
月
16
日
（
月
）
広
常
・
影
地

10
月
18
日
（水）
中
津
・
小
倉

10
月
20
日
（
金
）
森

・
肱
栄
・

硯
．

久
下

・
樋
野
ロ
・
汗
生

10
月
23
日
（
月
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

10
月
25
日
（
水
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄

・
道
野
尾
・
赤
岩

10
月
2
7
日
（
金
）
大
駄
場
・

柳
・
郷

・

瓜
生
谷

10
月
30
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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収

穫

最

盛

期

以

降

の

管

理

内

張

り

の

ビ

ニ

ー

ル

を

被

覆

し

て

下

七
月
中
旬
l
八
月
で
は
高
温
乾
燥
さ
い
。
そ
れ
と
同
時
に
地
温
の
確
保

の
日
が
続
ぎ
、
各
地
域
で
水
不
足
が
作
業
と
し
て
、
通
路
へ
も
み
が
ら
、

生
じ
、
栽
培
に
影
響
の
あ
る
日
が
続
稲
ワ
ラ
等
を
敷
ぎ
ま
す
。
こ
れ
は
、

い
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
保
湿
効
果
と
同
時
に
ハ
ウ
ス
内
の
過

こ
れ
か
ら
、
側
枝
の
収
穫
最
盛
期
湿
防
止
に
も
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
行
っ

を
迎
え
ま
す
の
で
、
一
層
の
肥
培
管
て
下
さ
い
。

理
が
重
要
に
な
っ
て
ぎ
ま
す
。

0

整

枝

0

灌

水

、

追

肥

子

づ

る

は

、

力

強

い

二
本
を
誘
引

こ
の
時
期
の
水
分
不
足
は
、
下
位
し
、
親
づ
る
と
併
せ
て
三
本
仕
立
て

節
の
果
実
の
肥
大
が
遅
れ
た
り
、
尻
と
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
他
の
子
づ

細
り
果
の
原
因
に
な
る
の
で
株
を
よ
る
は
全
て
一
節
摘
芯
と
し
ま
す
。
摘

く
観
察
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
芯
時
期
は
子
づ
る
の
発
生
が
認
め
ら

そ
し
て
、
側
枝
の
生
育
具
合
や
果
れ
た
ら
な
る
べ
く
早
め
に
行
っ
て
下

実
の
形
を
み
な
が
ら
水
不
足
に
さ
せ
さ
い
。

な
い
よ
う
回
数
多
く
灌
水
す
る
こ
と
但
し
、
草
勢
が
弱
い
と
、
孫
づ
る

で

す

。

の

発

生

に

影

響

が

出

て

く

る

の

で

、

追
肥
は
、
濯
水
と
併
せ
液
肥
二
号
上
位
節
の
子
づ
る
の
摘
芯
時
期
を
少

の
場
合
一

0
a当
り
一
〇
槌
程
度
を
、
し
遅
ら
せ
て
下
さ
い
。

三
ー
四
日
間
隔
で
果
実
（
特
に
幼
果
）
孫
づ
る
は
、
今
後
発
生
が
早
い
場

の
形
や
草
勢
を
見
な
が
ら
増
減
し
て
合
は
茎
葉
の
込
み
具
合
や
草
勢
を
見

施

用

し

ま

す

。

て

随

時

摘

芯

し

ま

す

。

但

し

、

下

ー

0

温

度

管

理

中

段

ま

で

で

最

低

一

ー

ニ

本

は

強

い

き
ゅ
う
り
の
生
育
適
湿
は
昼
間
二
孫
づ
る
を
残
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

十
五
ー
三
十
度
、
夜
間
十
七
ー
十
八
摘
芯
後
、
株
に
よ
っ
て
は
草
勢
が

度
で
、
昼
夜
の
温
度
較
差
は
十
度
位
弱
ま
り
、
べ
と
病
等
の
発
生
が
心
配

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

さ

れ

る

の

で

、

水

、

温

度

管

理

と

と

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
は
右
記
の
生
育
も
に
総
合
的
な
病
害
虫
防
除
に
努
め

適
湿
域
が
長
時
間
持
続
す
る
の
が
べ
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
で
、
そ
の
た
め
の
湿
度
管
理
が
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

重

要

に

な

っ

て

き

ま

す

。

技

師

山

下

太

司

気
温
の
低
下
に
伴
い
、
ハ
ウ
ス
内

の
最
低
夜
温
が
十
五
ー
十
六
度
ま
で

低
下
し
て
く
れ
ば
、
日
没
の
一
時
間

前
頃
か
ら
ハ
ウ
ス
を
密
閉
し
夜
間
の

一

水

稲

一

普
通
期
水
稲
の
収
穫
と
乾
燥

一
収
穫
前
の
水
管
理

落
水
が
早
い
と
粒
張
り
不
足
や
品

質
低
下
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
収
穫

前
七
日
頃
ま
で
は
土
壌
水
分
を
保
ち
、

落
水
は
収
穫
作
業
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
限
り
遅
く
し
ま
す
。

二
収
穫
期
の
判
定

刈
取
り
期
の
適
否
は
、
米
の
品
質
、

食
味
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
刈
取

り
が
早
過
ぎ
る
と
収
量
は
少
な
く
、

青
米
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
逆

に
刈
り
遅
れ
る
と
胴
割
れ
米
や
茶
米

の
発
生
が
多
く
な
り
品
質
が
低
下
し

ま
す
。収

穫
期
の
判
定
は
、
早
生
種
（
日

本
晴
、
タ
カ
サ
ゴ
モ
チ
、
モ
チ
ミ
ノ

リ
な
ど
）
で
最
長
稗
の
籾
の
八

0
%

程
度
が
黄
変
し
た
時
期
で
あ
り
、
出

穂
後
約
四

0
日
を
目
安
と
し
ま
す
。

中
生
種
（
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
、
ひ
め

の
ま
い
な
ど
）
で
は
最
長
稗
の
籾
の

九

0
％
程
度
が
黄
変
し
た
時
期
で
あ

り
、
出
穂
後
約
四
五
日
を
目
安
と
し

ま
す
。

三

乾

燥

バ
イ
ソ
ダ
ー
に
よ
る
収
穫
で
稲
架

干
し
を
行
う
場
合
は
、
長
く
お
ぎ
す

ぎ
た
り
、
何
回
も
雨
露
に
あ
う
と
品

質
低
下
を
ま
ね
く
の
で
、
早
め
に
籾

水
分
を
チ
ェ
ッ
ク
し
脱
穀
し
ま
す
。

乾
燥
機
を
利
用
す
る
場
合
は
、
コ

ソ
バ
イ
ソ
収
穫
後
な
る
べ
く
早
く
乾

燥
を
始
め
、
乾
燥
温
度
は
三
八
℃
以

下
と
し
ま
す
。

仕
上
が
り
水
分
は
一
五
％
を
目
標

と
し
ま
す
。

（
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

）

一
果

樹

の

管

理

一

く
り
園
の
管
理

一
栗
イ
ガ
堆
肥
の
作
り
方

栗
の
イ
ガ
は
園
内
に
放
置
す
る
と

イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
メ

イ
ガ
等
の
越

冬
場
所
と
な
る
の
で
焼
却
か
土
中
に

埋
没
し
ま
す
。
し
か
し
イ
ガ
は
多
量

の
チ
ッ
ソ
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
も
っ
た
い
な
い

こ
と
で
す
。

そ
こ
で
イ
ガ
堆
肥
作
り
を
紹
介
し
ま

す。●
イ
ガ
堆
肥
資
材

(
-
0
a
)

・
栗
イ
ガ

・:
1
0
0
槌

・
乾
燥
鶏
糞
：

・
-
0
柊

・
ヨ
ウ
リ
ソ

・
:
-
0
柊

・
廃
ビ
ニ

ー
ル

・
ワ
ク
板

•
作
り
方

・
集
め
た
イ
ガ
は
数
回
雨
に
あ
て
、

水
分
を
吸
収
さ
せ
る
。

・
イ
ガ
、
鶏
糞
、
ヨ
ウ
リ
ソ
を
交

互
に
積
み
重
ね
た
後
、
下
か
ら
水

が
し
み
出
る
ま
で
灌
水
す
る
。

・
廃
ビ
ニ
ー
ル
で
被
覆
し
、
発
酵

さ
せ
る
。

・
ニ

0
ー
三

0
日
後
切
り
返
す
。

•
さ
ら
に
二
〇
！
三

0
日
堆
積
し

て
出
来
上
が
り
。

こ
の
場
合
発
酵
す
る
過
程
で
温
度

は
五

0
ー
七

0
℃
に
な
る
た
め
、
害

虫
は
ほ
と
ん
ど
死
滅
し
ま
す
。
栗
園

に
堆
肥
を
搬
入
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
イ
ガ
を
主
材
料
と
し
て
現

地
で
堆
肥
を
作
る
こ
と
は
こ
の
や
り

方
だ
と
容
易
に
取
り
組
め
ま
す
。

・
地
力
の
乏
し
い
栗
園
だ
か
ら
こ
そ
、

イ
ガ
堆
肥
に
よ
る
土
作
り
を
見
直
し

た
い
も
の
で
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

査

菊

池

明

＿

畜

産

―

四
国
地
方
三
か
月
予
報
に
よ
る
と

九
月
後
半
か
ら
一

0
月
に
か
け
て
、

く
も
り
や
雨
の
日
が
多
い
見
込
み
で

す。一
生
産
機
能
回
復
対
策

今
年
の
よ
う
に
猛
暑
が
長
時
間
続

く
と
家
畜
の
コ
ソ
デ
ィ
シ
ョ
ソ
は
か

な
り
應
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
家

畜
の
体
力
や
繁
殖
能
力
の
早
期
回
復

を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
乳
用
牛
や
肉
用
繁
殖
牛
で

は
、
良
質
の
粗
飼
料
を
十
分
給
与
し

栄
養
バ
ラ
ソ
ス
を
再
度
検
討
及
び
改

善
し
、
産
乳
や
繁
殖
の
機
能
向
上
を

図
る
。

二

秋
播
き
飼
料
作
物
の
栽
培

イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
、
青

刈
り
・
サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾
燥
の
い
ず

れ
に
も
適
し
、
収
量
は
多
く
嗜
好
性

も
良
い
た
め
、
秋
播
き
飼
料
作
物
の

代
表
的
な
草
種
で
あ
る
。

播
種
期
は
九
月
か
ら
十
月
ま
で
と

幅
広
い
。
極
早
生
と
晩
生
種
で
は
収

穫
期
で
あ
る
出
穂
は
、
約
一
か
月
も

違
う
た
め
作
付
体
系
や
給
与
体
系
を

勘
案
し
品
質
を
決
定
す
る
。

施
肥
量
は
元
肥
と
し
て
ニ
ー
三
t

窒
素
―
二
柊
、
燐
酸
一

0
k
g、
加
里

I
O
~
(
成
分
量
）
と
す
る
。
播
種
量

は
一

O
a当
た
り
三
ー
四
槌
で
、
全

面
散
播
と
す
る
。

え
ん
麦
に
つ
い
て
は
、
播
種
が
遅

く
な
る
と
出
穂
、
登
熟
が
遅
れ
低
収
・

低
栄
養
と
な
る
の
で
、
計
画
的
に
播

種
す
る
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

高

野

政

明
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去
る
八
月
二
十
五
日
、
商
工
会
青
年
部

創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
感
謝
祭
に
は
、
大
勢
の
皆

様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
現
役
部
員
は
、
三
十
周
年
と
い

う
節
目
の
年
に
当
た
り
、
「
過
去
に
感
謝
、

現
在
に
活
力
、
未
来
に
希
望
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
時
代
の
継
承
を
考
え
諸
事
業
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
感
謝
祭
は
、

こ
れ
ま
で
の
青
年
部
の
活
動
に
対
し
、
平

素
よ
り
ご
協
力
ご
理
解
を
頂
い
て
お
り
ま

す
地
域
の
方
々
に
感
謝
の
思
い
を
込
め
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
方
よ
り
あ
り
が

た
い
お
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
、
我
々

青
年
部
員
も
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
方

と
感
動
の
共
有
が
で
き
、
充
実
し
た
活
動

が
実
施
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
又
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
紙
面
を

お
借
り
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
今
ま
で
同
様
川
上
商
工
会

青
年
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お

詫

び

今
回
の
感
謝
祭
で
、
ご
来
場
者
の
方
々

に
十
分
食
べ
物
が
行
き
渡
ら
な
か

っ
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
後
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
反
省
を

し
、
検
討
い
た
し
ま
し
て
、
今
後
の
活
動

に
生
か
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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鹿
野
川

肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス
タ
ソ
プ
会
で
は
、

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、
一
年

間
に
シ
ー
ル
台
紙
で
お
買
い
物
を
し
て

い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
、
一

等
五
、

0
0
0
円
か
ら

四
等
五

0
0
円

ま
で
商
品
券
を
ダ
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
賞

金
と
し
て
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

今
年
は
次
の
方
が
た
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
賞
金
の
商
品
券
は
す
で
に
ご

自
宅
ま
で
お
届
け
い
た

し
ま
し
た
。

来

年
の
八
月
三
十
一
日
が
有
効
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
ご
使

用
下
さ
い
。

ク
ロ
ー
バ
ー
ス
タ
ン
プ
会
で
は
、
八

月
一
日
か
ら
来
年
の
七
月
三
十
一
日
ま

で
に
ご
使
用
い
た
だ
い
た
シ
ー
ル
台
紙

を
対
照
に
ダ
ブ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
抽
選
を

行
い
ま
す
。

五
0
0円
の
お
買
い
物
で
一
枚
の

シ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
も
う
一
度
ラ
ッ

キ
ー
チ
ャ
ン
ス
。
お
買
い
物
は
、
今
後

と
も
肱
川
ク

ロ
ー
バ
ー
ス

タ
ン
プ
会
加

盟
店
を
ご
利
用
下
さ
い
。

【
一
等
】
J
i
、

【
二
等】村

田
ト
メ
子

三
、
0
0
0
円

見

の

越

城

戸

英

樹

河

辺

村

清

水

美

孝

届 躙麟

0
0
0
円

【一二
等】

中
野
校
区

河
野
元
麿

・
米
田
年
春
・
和
気
豊
子

和
気
節
子

・
増
田
清
子
・
富
永
美
千
也

松
本
芳
典
•
清
家
陽
子
・
松
田
カ
オ
ル

松
尾
ア
キ
子
・
冨
永
ナ
ミ
ェ

・
山
内
真

理

・
台
野
正
光

・
長
岡
久
幸

予
子
林
校
区

森
岡
久
美
子

・
松
田
福
市
・
石
岡
政
四

”い良大
谷
校
区

堀
文
男
•
岡
本
あ
け
み

正
山
校
区

松
本
幸
子

・
上
野
道
子

河
辺
村

安
藤
国
康
•

徳
見
武
満

•

宮
岡
米
子

【四
等
】
五

0
0
円

中
野
校
区

金
森
良
司
・

冨
山
和
広

•

宮
本
キ
ヌ
コ

橋
本
三
代
子

・
大
西
シ
ズ
子
・
岩
城
節

子
・
桑
原
房
利
・
永
田
利
幸
・
和
気
靖

佳
•
山
内
雅
子
・
岩
本
リ
エ

・

麓
悌
子

山
田
泰
弘

・
金
森
清
子
・
亀
田
隆
代

福
田
秀
美
・
川
上
千
栄
・
三
瀬
敏
子

冨
永
光
恵
・
池
田
千
八
子
・
三
好
正
美

.
 ヽ

0
0
0
円

予

子

林

宮

田

工

宇

和

川

亀

岡

義

春

協

生

北

田

照

子

月
野
尾
山
内
芙
美
子

ダ
フ
ル
サ
ー
ピ
ス
当
選
発
表

肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス
タ
ン
プ
会

亀
田
ト
ク
子
・
和
気
ハ
ツ
子

・
松
本
フ

ク
ヨ
・
三
瀬
ス
マ
子
・
小
西
ミ
ホ
子

和
気
梅
子
・
菊
池
す
み
子

・
池
田
賀
子

上
田
リ
ツ
子
・
松
岡
一
美
・
冨
永
泰
江

亀
岡
百
合
子
・

山
内
幸

・
子
茂
田
清
子

曽
根
さ
つ
き
・
山
内
真
理
・
柴
田
佳
奈

武
田
カ
ネ

・
長
田
常
子

・
谷
田
ム
メ
カ

上
田
玉
代

・
ニ
宮
孝
志
・

――
―
井
正
勝

長
岡
久
幸
・
上
田
緑
・
坂
本
葉
子

ギ
ャ
ビ
ン

・
バ
ソ
ト
ッ
ク

予
子
林
校
区

堀
川
七
恵
•

藤
川
伊
佐
男
・

山
下
美
子

橋
本
智
也
・
増
田
幸
子

・
市
川
寿
子

三
瀬
、
ソ
マ
・
清
水
純
子
・
兵
頭
長
一

宮
川
久
子
・
畑
山
利
夫
・
保
積
キ
ヨ
子

大
谷
校
区

上
仲
伸
ニ
・
堀
文
男

・
竹
田
ま
る
み

寺
岡
孝
・
小
中
ス
エ
子

・
宮
川
貴
代
美

高
田
清
美
・
谷
本
栄
・
谷
本
百
合
子

岡
本
勝
也
・
樽
川
恭
子

正
山
地
区

中
田
タ
ミ
子

・
栗
木
敏
子

・
下
野
久
子

中
宮
フ
ク
ミ

・
石
戸
芳
雄

・
木
下
英
孝

二
宮
恵
美
子
・
西
浦
利
明
・
崎
野
益
栄

松
本
敏
男

・
玉
井
邦
光

岩
谷
校
区

冨
永
、
ソ
ズ
子
・
山
内
満
信
・
松
尾
直
生

和
気
香
代
子

・
和
気
カ
ッ
ミ

河
辺
村

松
本
保
子

・
中
野
フ
ジ
ョ

．
浦
野
友
安

田
中
信
子

・
帽
子
美
代
子

・
高
木
愛
子

五
頭
祥
介
•

田
丸
文
治

野
村
町

棟
田
茂
・
西
宮
真
由
・
美
舟
本
健

上
田
和
人

・
辻
信
一

共
済
契
約
者
貸
付
制
度
の
拡
充
•
新
設

一
般
貸
付
制
度
及
び
傷
病
災
害
時
貸

リ
―
―
ュ
ー
ア
ル
し
て
朗
登
祖
！

平
成
ハ
年
四
月
か
ら

小
規
模
企
業
共
済
制
度
が
改
正

小
規
模
企
業
共
済
法
が
改
正
さ
れ
、

制
度
内
容
の
一
部
が
平
成
八
年
四
月

（
貸
付
制
度
は
平
成
七
年
度
中
）
か
ら
変

更
に
な
り
ま
す
。

「
小
規
模
企
業
共
済
法
及
び
中
小
企

業
事
業
団
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
平
成
七
年
三
月

二
十
七
日
に
公
布
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
は
、
高
齢
化

の
進
行
、
金
融
自
由
化
の
進
展
な
ど
本

制
度
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境
の
大

ぎ
な
変
化
に
対
応
し
、
本
制
度
を
安
定

的
に
運
営
し
、
か
つ
制
度
の
充
実
を
図

る
た
め
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

改
正
の
内
容

共
済
金
等
の
額
の
算
定
方
法
が
変
更

共
済
金
等
の
額
は
、
こ
れ
ま
で
、
掛

金
月
額
・
掛
金
納
付
月
数
に
応
じ
て
共

済
事
由
ご
と
に
予
め
法
律
に
よ
っ
て
固

定
し
た
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
共
済
金
等
の

額
に
つ
い
で
は
基
本
共
済
金
と
付
加
共

済
金
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

・
共
本
共
済
金
：
．．．． 
掛
金
月
額
、
掛
金

納
付
月
数
、
共
済
事
由
に
応
じ
て
法
律

に
よ
り
定
め
ら
れ
る
固
定
額
で
、
改
正

前
の
固
定
額
か
ら
は
変
更
に
な
り
ま
す
。

・
付
加
共
済
金
：
：
：
金
利
の
状
況
等
に

応
じ
て
毎
年
度
計
算
さ
れ
る
変
動
額
で

す。

〔新制度の基本共済金額〕

納付
掛金累計額 A 共済事由 B 共済事由

年数

10 60,000 79,890 72,840 

20 120,000 219,790 180,820 

30 180,000 392,300 342,070 

40 240,000 580,600 580,600 

（単位：円）

（掛金月額500円当たりの額）

減
額
要
件
の
緩
和

掛
金
月
額
を
減
額
で
き
る
要
件
が
拡

大
さ
れ
ま
す
。

付
制
度
に
つ
い
て
、
貸
付
対
照
を
広
げ

る
ほ
か
、
貸
付
限
度
額
の
引
き
上
げ
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
開
業
、

転
業
の
際
に
資
金
の
貸
付
を
行
う
「
創

業
・
転
業
時
貸
付
制
度
」
を
設
け
ま
す
。

掛
金
の
掛
止
め

所
得
が
な
い
と
き
、
災
害
に
あ
っ
た

と
ぎ
、
入
院
し
て
い
る
と
き
の
い
ず
れ

か
の
場
合
に
掛
金
の
納
付
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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◆商工会は地域の振興を目指し活動

しています。

●地域振興事業
●青年部 ・婦人部活動
●部会活動
●意見活動

う

す

よ

で所
ま

談

募応

定
定

相

業

業

に

検
検

営

事

事
及

経

業

算
記

目

事

珠
簿

の

普

木

＝
会

た

業

善

別

業

な

事

改

特

事

定

{商

商

ぁ

談
営
動
定

導

検

工国
国

は

相
経
舌
安
指

の会エ

全
全

会

営
域
報
営
賑

商

．．
 

工

経
広
広
経
記

商

．．．．． 

◆

◆

 

商
工
会
で
は
、
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

◆商工会では経営基盤整備の支援を

行っています。

共同店舗 ・共同工場等の施設をつく
る場合には、各種の助成制度があ り
ます。

◆商工会の各種共済事業をご活用下

さい。

●商工貯蓄共済

• 中小企業倒産防止共済
●小規模企業共済
●全国商工会経営者年金

• 特定逮職金共済
●火災共済等

「
今
で
も
父
の
手
伝
い
程
度
で
す
よ
。
」

と
謙
遜
し
て
い
る
が
、
料
理
は
以
前
か

ら
好
き
だ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
仕
事

一

に
な
る
と
少
し
勝
手
が
違
い
、
味
を
一

定
に
保
つ
の
が
思
い
の
ほ
か
難
し
い
ら

し
い
。
な
る
ほ
ど
、
同
じ
お
い
し
く
て

も
、
昨
日
の
味
と
今
日
の
味
と
違
っ
て

い
て
は
い
け
な
い
の
だ
。
「
な
か
な
か

父
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
。
」
と
の
こ

と。
「
当
た
り
前
だ
け
ど
、
お
い
し
い
と

い
わ
れ
る
の
が
一
番
う
れ
し
い
。
」
そ

し
て
ま
た
お
い
し
い
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
努
力
、
研
究
す
る
。
大
手
チ
ェ
ー
ソ

店
の
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
は
な
い
け

（お
食
事
処
い
わ
た
）

索

直

が
岩

田

政

美

さ

ん

番

れ
ど
、
こ
れ
が
原
点
だ
と
思
う
。
自
分

の
こ
し
ら
え
た
も
の
、
売
っ
た
も
の
が
、

お
客
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
。
そ
う
で
な
か
っ

た
ら
そ
の
店
が
そ
こ
に
あ
る
理
由
が
な

い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

趣
味
は
と
聞
く
と
、
「
私
を
知
っ
て

る
人
が
き
く
と
笑
わ
れ
ち
ゃ
い
ま
す
よ

絶
対
」
と
前
置
き
を
し
て
「
日
舞
：
．．．． 

と

お
花
：
・
・
:
」
と
照
れ
く
さ
そ
う
に
答
え

る
。
最
初
は
あ
ん
な
ふ
う
に
踊
れ
た
ら
、

あ
ん
な
ふ
う
に
お
花
を
い
け
れ
た
ら
、

と
い
う
憧
れ
か
ら
始
め
た
わ
け
だ
け
れ

ど
、
実
際
や
っ
て
み
る
と
芸
の
道
は
き

び
し
く
奥
が
深
い
。
で
も
そ
れ
は
料
理

も
同
じ
だ
と
い
う
。
「
あ
と
ド
ラ
イ
ブ
ー
・
」

と
今
度
は
元
気
が
い
い
。
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ

し
て
る
時
な
ど
カ
ッ
飛
ば
し
に
い
く
の

だ
そ
う
だ
。
あ
く
ま
で
法
定
速
度
内
で。

好
き
な
タ
レ
ソ

ト
は
、
こ
れ
も
「
笑
っ

ち
ゃ
い
ま
す
よ
。
」
と
前
置
き
し
て
、

戦
後
の
イ
ロ
ハ
カ
ル
タ
に

「
貧
乏
暇
な
し
蜆
（
し
じ
み
）

売
り
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

暇
が
な
い
か
ら
貧
乏
で
、
暇

が
あ
れ
ば
蜆
を
売
る
よ
り
、

も
っ
と
ほ
か
の
商
売
を
思
い

つ
け
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、

な
る
ほ
ど
「
暇
」
の
あ
る
人
、

「
暇
」
を
上
手
に
つ
く
る
人
ほ
ど
、
仕
事

の
や
り
く
り
に
た
け
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。こ

の
「
暇
」
と
い
う
言
葉
が
昭
和
四
十

年
代
に
入
っ
て
か
ら
「
レ
ジ
ャ
ー
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
レ
ジ
ャ
ー
産
業

と
い
う
商
売
が
華
々
し
く
登
場
し
て
き

た
。
し
か

し
、
戦
中

・
戦
後
派
の
人
達

に
は
ど
う
も
「
遊
び
呆
け
る
」
と
い
う
響

き
が
あ
る
ら

し
い
。
は
た
し
て
そ
う
な

の
か
、
「
レ
ジ
ャ

ー」
と
い
う
英
語
の
語

源
は
、
「
余
暇
」
「
遊
び
」
と
い
う
意
味
は

な
く
「
許
さ
れ
た
状
態
」
を
意
味
し
、

心

が
な
に
も
の
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
状
態

春亙秋冬
高
橋
英
樹
と
郷
ひ
ろ
み
。
ぎ
く
と
二
人

と
も
妻
を
愛
し
子
を
愛
し
、
仕
事
を
大

切
に
す
る
マ
ジ
メ
な
人
と
い
う
こ
と
ら

し
い
。
現
在
独
身
と
い
う
政
美
さ
ん
、

理
想
の
男
性
も
こ
う
い
う
人
な
の
か
も

し
れ
ま

せ
ん。

美
容
師
の
資
格
も
あ
り
、
シ
ス
タ

ー

美
容
室
と
か
け
も
ち
で
手
伝
っ
て
い
た

が
、
今
は
妹
さ
ん
が
美
容
室
を
し
っ
か

り
や
っ
て
く
れ
て
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど

こ
の
店
に
い
ま
す
。
と
の
こ
と
。

好
き
な
言
葉
は
「
素
直
」
。

現
在
両
親
と
三
人
暮
ら
し
。

塁

を
い
う
ら
し
い
。

か
つ
て
財
界
の
荒
法
師
と
い
わ
れ
た

土
光
敏
夫
氏
は
、
東
芝
の
社
長
時
代
に、

毎
朝
お
経
を
あ
げ
て
か
ら
出
社
し
た
が
、

そ
の
こ
と
を
聞
い
た
人
か
ら
「
な
ぜ
、

早
朝
の
読
経
を
す
る
の
か
」
と
尋
ね
ら

れ
て
、

こ
う
答
え
て
い
る
。

「
社
長
と
い
う
仕
事
は
ね
、
毎
日
、

大
き
な
決
定
を
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
が

正
直
い
っ
て
、
不
安
で
し
ょ
う
が
な
い
。

そ
れ
で
、
毎
朝
、
お
経
を
あ
げ
て
か
ら

出
社
す
る
ん
で
す
よ
。
」

た
と
え
大
企
業
の
経
営
者
で
も
、

「
自
分
を
つ
く
る
暇
」
を
持
ち
、
そ
の
地

位
の
責
任
を
全
う

し
よ
う
と
す
れ
ば
、

そ
の
と
き
の

心
の
密
度
は
、
規
模
の
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
各
々
に
自
分
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
手
段
、
方
法
の
差
こ
そ
あ
れ
、

心
や
体
の
体
力
づ
く
り
を
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

日
本
人
は
遊
び
が
下
手
で
あ
る
、
と

よ
く
言
わ
れ
る
。
遊
び
そ
の
も
の

に
真

剣
に
な
っ
て
新
し
い
仕
事
を
つ
く
っ
て

い
る
と
笑
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ほ
ん

と
う
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。

レ
ジ
ャ

ー
を
「
許
さ
れ
た
状
態
」
と
い

う
語
源
ど
お
り
に
と
ら
え
て
み
る
と
、

日
本
人
ほ
ど
そ
の
「
状
態
」
の
中
で
「
も

う
ひ
と
り
の
自
分
」
を
つ
く
り
、
そ
の

新
し
い
自
分
の
眼
か
ら

日
常
の
自
分
を

見
る
習
慣
を
つ
け
て
い
る
民
族
も
珍
し

い
の
で
は
な
い
か
。
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自
動
車

と
お
姐
さ
ん

昭
和
八
年
待
望
の
大
橋
が
開
通
し
鹿

野
川
の
様
子
が
一
変
し
た
。
自
動
車
が

盛
ん
に
入
っ
て
来
だ
し
た
の
だ
。

大
洲
の
予
洲
自
動
車
、
和
田
自
動
車

と
い
う
二
つ
の
会
社
が
定
期
便
を
乗
り

入
れ
て
来
た
。
一
日
六
、
七
便
だ
っ
た

か
、
そ
れ
以
上
だ
っ
た
か
定
か
で
は
な

い
が
、
夜
最
終
便
は
鹿
野
川
で
止
ま
り

（
元
国
鉄
バ
ス
駅
で
）
翌
朝
始
発
便
と
な
っ

て
大
洲
へ
向
か
っ
た
。

運

転

手

等

は

駅

と

司

す
じ
向
い
の
金
水
旅

96

館

（

現

、

ソ

ス

タ

ー

美

第

容
室
）
を
宿
と
し
て

ロ
に
〗

リ
ー
ト
に
ぞ
く
し
、

自
由
に
あ
や
つ
る
楽
器
の
音
色
が
戸
外

に
ま
で
流
れ
て
、
子
供
な
が
ら
に
こ
の

一
画
が
都
会
に
な
っ
た
よ
う
な
賑
や
か

さ
を
味
わ
っ
て
い
た
。

こ
こ
に
は
、
近
所
の
娘
さ
ん
が
二
、

―
―
一
人
い
つ
も
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
は

演
奏
を
聞
き
に
来
て
い
た
の
か
、
そ
れ

と
も
運
転
手
さ
ん
に
あ
こ
が
れ
て
来
て

い
た
の
か
子
供
だ
っ
た
私
に
は
判
断
は

む
ず
か
し
い
。

私
の
母
の
里
は
八
多
喜
な
の
で
そ
こ

へ
行
く
に
は
、
こ
の
自
動
車
を
利
用
し

肱
川
町
鹿
野
川

て
い
て
、
そ
れ
に
乗
る
の
が
嬉
し
く
て

し
か
た
が
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
製
の
六
人
乗
り
で
あ
っ
た

が
大
柄
な
外
人
が
ゆ
っ
く
り
乗
れ
る
よ

う
造
ら
れ
て
い
る
の
で
日
本
人
に
は
広

す
ぎ
、
運
転
席
の
す
ぐ
後
ろ
に
補
助
席

を
作
り
全
部
で
九
人
乗
り
に
な
っ
て
い

こ。t
 そ

の
頃
は
未
だ
未
だ
自
動
車
に
乗
っ

て
行
き
き
す
る
人

ャ、

J

が
少
な
か
っ
た
の

t
て

t

羹

人

乗

り

で

も

｀
i
-

満
員
に
な
る
と
か
、

r

積
み
残
し
が
出
る

g

と
か
は
無
か
っ
た

►

よ
う
に
思
う
。

、
J

▲

母
に
つ
れ
ら
れ

『

て
こ
の
自
動
車
に

乗
り
大
洲
で
降
り

て
、
そ
こ
か
ら
長

浜
行
き
の
同
じ
会
社
の
車
に
乗
り
替
え

て
八
多
喜
の
バ
ー
チ
ャ
ソ
の
所
へ
行
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

六
年
程
し
て
、
こ
の
路
線
が
国
鉄
バ

ス
に
変
わ
る
ま
で
九
人
乗
り
は
続
い
た
。

国
鉄
バ
ス
は
当
時
は
省
営
バ
ス
（
運

輸
省
経
営
）
と
い
っ
た
。
省
営
バ
ス
は

大
型
で
運
賃
も
今
ま
で
の
半
額
ぐ
ら
い

に
な
り
乗
客
も
増
え
た
。

バ
ス
は
全
部
、
い
す
ず
や
六
甲
と
い

う
国
産
車
、
当
時
か
ら
国
は
国
産
車
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ

福

田

保

(68
歳

当時、大洲鹿野川間を走っていた

9人乗り自動車

れ
る
。橋

の
お
か
げ
で
ト
ラ
ッ
ク
も
ず
い
分

入
っ
て
来
て
木
炭
、
木
材
、
カ
ジ
ミ
ッ

マ
タ
等
を
積
出
し
て
い
た
が
全
部
、
ソ
ボ

レ
ー
や
フ
ォ
ー
ド
と
言
う
外
車
の
ニ
ト

ソ
積
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
も
呑
屋
は
繁
盛
し
て
い
た
。

特
に
坂
本
旅
館
と
、
と
み
な
が
は
こ
の

地
の
代
表
的
存
在
で
、
お
か
か
え
の
お

姐
さ
ん
四
、
五
人
が
世
帯
や
つ
れ
し
な

ぃ
ィ
キ
な
姿
で
店
を
出
入
り
し
、
鮎
や

ウ
ナ
ギ
を
焼
く
い
い
に
お
い
が
一
日
中

ぷ
ん
ぷ
ん
し
て
盛
り
場
的
雰
囲
気
を
か

も
し
出
し
て
い
た
。

こ
ん
な
事
を
子
供
な
が
ら
に
記
憶
し

て
い
る
と
言
う
事
は
私
は
ず
い
分
オ
マ

セ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
様
な
、
お
だ
や
か
で
愉
し
い
様

子
は
戦
争
が
始
ま
り
、
そ
の
か
げ
が
こ

の
地
に
も
し
の
び
よ
り
世
相
が
緊
張
し

て
、
暗
い
雰
囲
気
に
な
る
ま
で
続
い
た
。

鹿
野
川
で
仕
事
を
始
め

て
十
年
余
り
に
な
り
ま
す

が
、
帰
っ
た
当
時
は
同
年

代
の
友
達
は
ほ
と
ん
ど
い

な
く
て
、
不
安
な
が
ら
も

家
業
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販

売
の
店
を
経
営
し
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

青
年
部
へ
入
部
し
た
の
は
鹿
野
川

へ
帰
っ
て
何
力
月
か
経
っ
て
か
ら
、

当
時
の
青
年
部
長
の
冨
永
徹
さ
ん
に

「
商
工
会
員
の
後
継
者
で
組
織
し
て

い
る
青
年
部
と
い
う
団
体
が
あ
る
が

入
部
し
て
み
な
い
か
。
」
と
声
を
か
け

て
も
ら
っ
た
の
が
ぎ
っ
か
け
で
し
た
。

四
十
歳
ま
で
の
経
営
者
、
後
継
者

で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
ま
だ
十
九
歳
だ
っ
た

私
は
二
十
歳
近
く
年
の
違
う
人
達
と

う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
の
か
ど
う
か

不
安
で
し
た
。
で
も
、
入
部
し
て
か

ら
は
先
輩
に
商
売
の
心
構
え
や
考
え

方
を
楽
し
く
教
え
て
も
ら
い
、
入
部

し
て
良
か
っ
た
と
改
め
て
思
い
ま

し

こ。f
 青

年
部
の
活
動
内
容
は
、
毎
月
の

例
会
、
夏
ま
つ
り
ビ
ッ
ク
リ
市
、
丸

山
公
園
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
し
ゃ

く
な
げ
ま
つ
り
の
宣
伝
・
ボ
ス
タ
ー

配
付
、
国
道
沿
線
の
空
カ
ン
拾
い
等

色
い
ろ
な
事
業
を
行
い
、
当
時
と
し

青年部雑感

て
は
自
分
の
仕
事
を
す
る
時
間
は
部

活
動
の
合
間
と
い
う
よ
う
な
状
況
に

あ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
ん
な
イ
ベ
ソ
ト
事
業
に
参

加
し
た
り
、
奉
仕
活
動
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
を
持

ち
始
め
た
時
部
長
が
「
商
売
人
は
地

域
の
住
民
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も

の
で
、
時
に
は
自
分
の
時
問
を
犠
牲

に
し
て
も
地
域
の
た
め
に
な
る
奉
仕

活
動
等
を
行
う
こ
と
も
大
切
な
ん
だ
。
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
仕
事
の
こ
と
ば

か
り
考
え
て
い
た
自
分
の
気
持
ち
の

余
裕
の
な
さ
を
情
け
な
く
思
い
反
省

し
ま
し
た
。

現
在
は
、
そ
の
時
の
こ
と
を
忘
れ

ず
に
自
分
な
り
に
精
一
杯
努
力
し
て

い
る
つ
も
り
で
す
。
青
年
部
で
も
中

間
層
に
な
り
、
先
輩
、
後
輩
の
考
え

方
の
違
い
に
と
ま
ど
い
、
難
し
い
問

題
に
直
面
す
る
こ
と
も
多
く
、
今
更

な
が
ら
入
部
し
た
当
時
の
部
長
を
中

心
と
し
た
先
輩
逹
の
ま
と
ま
り
が
、

凄
い
こ
と
だ
っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
、

私
達
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
直

し
ま
し
た
。

青
年
部

O
B
の
皆
さ
ん
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
商
工
会

青
年
部
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

亀

田

博

隆

反
省
を
忘
れ
ず
前
向
き
に
努
力
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第
十
三
回
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

及
び
第
二
回
肱
川
国
際
風
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
八
月
十
八
日
ー

二
十
日
、
風
の
博
物
館
を
会
場

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
中
学

生
は
六
月
か
ら
英
語
劇
「
風
の

戦
い
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
七
月
か
ら
は
台
詞
の
暗
記
、

そ
し
て
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の

二
日
間
で
演
技
を
覚
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
麗
沢

大
学
生
七
人
が
、
バ
ソ
ト
ッ
ク

指
導
員
の
助
手
と
し
て
参
加
し
、

中
学
生
た
ち
の
指
導
を
し
ま
し

た
。
中
学
生
た
ち
も
バ
ソ
ト
ッ

ク
先
生
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

八
月
二
十
日
、
午
後
―
―
―
時
よ

り
風
の
博
物
館
に
お
い
て
第
二

回
国
際
風
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
し
た
。
中
学
生
た
ち

は
実
に
堂
々
と
演
じ
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
二
日
間
の
練
習
だ

け
と
は
思
え
な
い
程
で
し
た
。

今
年
ぼ
他
に
、
高
知
明
徳
義
塾

高
等
学
校
よ
り
英
語
劇
「
マ
ク

ベ
ス

」
の
一
部
を
上
演
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
民
族
芸

能
発
表
で
は
県
内
在
住
の
イ
ソ

ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
の
民
族

靡麟 (16)
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. --
アメリカ

ジェフ・ナイマンさん

舞
踊
を
エ
ル
ニ
・
ジ
ョ
ハ
ン
さ
ん
が
踊
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
民
族
衣
装
も
と
て

も
素
敵
で
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
出

身
の
ジ
ェ
フ
・
ナ
イ
マ
ソ
さ
ん
が
ア
メ

リ
カ
の
歌
を
ギ
タ
ー
一
本
で
熱
唱
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
内
子
高
等

学
校
郷
土
芸
能
部
の
皆
さ
ん
が
和
太
鼓

の
演
奏
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ず
っ

し
り
と
響
く
太
鼓
の
音
に
約
二
百
二
十

人
の
観
客
の
人
々
も
酔
い
し
れ
て
い
ま

し
た
。サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
終
了
後
、
学
生
た

ち
と
話
し
て
い
る
と
、
今
年
の
生
徒
は

台
詞
も
完
璧
に
覚
え
て
い
る
。
演
技
も

一

一
対
一
な
ら
教
え
た
と
お
り
で
き
る
け

れ
ど
劇
と
な
る
と
恥
ず
か
し
い
の
か
控

え
目
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
今
回
の
演
劇
を
通
し
て
子
供
た

インドネシア
エルニ・ジョハンさん

「風の戦い」の 1シーン

ち
の
英
語
力
の
向
上
と
表
現
す
る
こ
と

の
す
ば
ら
し
さ
、
大
切
さ
、
難
し
さ
、

そ
し
て
、
や
れ
ば
で
ぎ
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
た
ち
は
本
物
の
演
劇
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
か
ら
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
皆
様
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

□、羹畠旦さ ft（自分たちで作った料理の味は最高！？）芦塁り：町
ため に 理 て ウと のし二わ内
°て分に‘ムのと 川たウ楽でた昼い坂きんて、ノた五か を てん 町う ま十 んの
まお力‘挑いだ子松町°ムしキ後食まをしなおプ所分らふ実‘ぱのちし四ぱ小
ずい九戦よつ供山のプをんッ‘をし登なうり地が位徒る施ーくふ三た日＜学

庄五 各 で い た達市近ラ全だク広とた つ が き ‘ 合 キ 登 歩 さ し 泊 学 る 十 ° の 学 校
班すよこはに くネ員後べ場つ° てらうみつヤつでとま二級さ名町 ー級六

お理-今°自 と初
米に 六分とめ

しに夕で ‘l _- 旅し日初と
が内泊 L._ 年

を とと人 f E13 かはリ見プス ー ・ 行たのの旅
参の二を生
加六日八を

とりメずちい のな ウ子フボ 村°キ試行し年の月対
ぐか二つでまプく久ムしネ 1..9 ｀ の ヤみ村‘生日二象
事かュ五夕すラ‘万はまタル ',f’ 入 ソ と で 久 四 程 十 と
かり 1 つ食°ネほ町肱しリを ． ロ プ しわ万十で 三し

ら
で
す
。
さ
す
が
に
洗
剤
を
入
れ
る
子

供
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
ぎ
汁
が

き
れ
い
に
な
る
ま
で
お
米
を
と
ぎ
、
い

よ
い
よ
、
飯
合
で
ご
飯
を
炊
く
番
で
す
。

子
供
た
ち
は
火
の
焚
き
方
が
苦
手
な
様

で
引
率
の
人
の
指
導
を
受
け
て
炊
き
上

げ
て
い
ま
し
た
。
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

カ
レ
ー
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
ほ
と
ん
ど

で
、
手
際
よ
く
野
菜
を
切
る
子
供
、
ぎ

こ
ち
な
い
け
ど
一
所
懸
命
じ
ゃ
が
い
も

の
皮
を
む
く
子
供
、
全
く
手
伝
わ
な
い

子
供
と
様
々
で
し
た
。
で
も
感
心
し
た

の
は
、
包
丁
で
手
を
切
る
子
供
が
一
人

、
翌〗□〗

一□〗
口

な
が
ら
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。就

寝
時
間
に
な
っ
て
も
な
か
な
か
寝

つ
け
な
い
様
子
で
、
テ
ソ
ト
の
中
で
夜

遅
く
ま
で
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

翌
日
は
、
岩
谷
寺
へ
参
拝
し
ま
し
た
。

帰
路
の
車
内
は
、
疲
れ
が
出
た
の
か
み

ん
な
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ソ
。
フ
が
夏
の
思
い
出
の
一

つ
と
な
り
、
何
か
を
感
じ
て
く
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

「
わ
ん
ぱ
く
学
級
」

ー
ー
キ
ャ
ン
プ
ー
1
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肱
川
町
に
と
っ
て
、
な
ん
と
忙
し
い

夏
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
八
月
に
は

ユ
ニ
ー
ク
な
行
事
の
開
催
に
あ
た
り
、

そ
の
運
営
や
参
加
の
為
に
町
内
外
の
多

く
の
人
々
が
、
大
変
な
努
力
を
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
す
べ
て
は
、
成
功
し
た
よ

う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
肱
川
の
名
声
を
あ

げ
る
の
に
一
役
か
っ
た
か
ら
で
す
。
肱

し
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
と
ウ
イ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i

ハ
ロ
ー
ミ
ス
タ
ー

バ

ン

ト

ッ

ク

で

す

R

肱
川
町
明
老
大
学
が
、
八
月
二
十
五

日
開
講
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
来
年
の

三
月
ま
で
月
一
回
、
計
八
回
開
講
し
ま

す
。
今
回
の
受
講
生
は
二
十
一
名
、
各

老
人
ク
ラ
ブ
よ
り
の
受
講
で
す
。

何
か
「
大
学
」
と
名
が
つ
く
と
堅
苦
し

く
考
え
が
ち
で
す
が
、
「
頭
を
使
う
」
こ

と
と
「
体
を
使
う
」
こ
と
を
バ
ラ
ソ
ス
よ

く
と
り
入
れ
て
お
り
、
楽
し
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
に
も

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
保
健
婦
に

よ
る
血
圧
測
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。

人
の
話
を
聞
き
、
体
を
動
か
し
、
学

習
し
よ
う
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
が
若

さ
を
保
つ
秘
訣
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
学
ん
だ
こ
と
を
、
家
庭
や
老
人
ク

ラ
ブ
の
人
々
に
話
す
こ
と
で
広
が
り
を

も
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ

-Z-

熱心に講義を聞く受講生の人々

「
学
ぶ
」
こ
と
が
「
若
さ
」
の
秘
訣

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
全
員
毎
回

受
講
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

川
町
は
住
む
の
に
も
訪
れ
る
の
に
も
、

ま
す
ま
す
お
も
し
ろ
い
町
に
な
っ
て
ぎ

ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
前
進
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は
、
大
変

楽
し
か
っ
た
で
す
。
明
る
い
色
彩
の
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
が
水
上
で
、
太
陽
の
光

肱
川
町
明
老
大
学
開
講

を
あ
び
て
、
一
際
美
し
く
輝
い
て
見
え

ま
し
た
。
も
し
、
見
物
す
る
の
に
立
つ

に
し
ろ
、
座
る
に
し
ろ
も
う
少
し
平
ら

な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
よ
り
快
適
だ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
競
技
者
達
と
興
奮
を

分
か
ち
合
う
為
に
は
、
見
物
人
は
、
で

き
る
だ
け
近
づ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

出
場
者
は
、
本
番
前
に
も
っ
と
練
習
の

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
競

技
は
今
後
も
毎
年
続
け
ら
れ
る
と
聞
い

て
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
肱
川
町
の
風
と

龍
と
い
う
双
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り

あ
げ
る
う
え
で
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
自
身
は
、
第
二
回
肱
川
国
際
風
フ
ェ

川
柳
を
作
る
の
に
一
っ

の
方
法
が
あ
る
。
仮
に
題

が
「
空
」
と
出
さ
れ
た
と
す

る。
先
づ
普
通
に
「
空
」
を

「
大
空
」
又
は
「
青
空
」
と
仮

定
し
て
、

大

空

と

上

五

に

位

置

に
か
く
、
次
の
行
に
は
中

七
の
部
分
に
「
大
空
」
と
入
れ
て
お
く
、

そ
の
次
の
行
に
は
下
五
の
部
分
に

「
大
空
」
と
書
い
て
お
く
。
そ
し
て
そ

れ
ぞ
れ
、
中
七
、
下
五
、
又
は
上
五
、

下
五
を
入
れ
、
最
後
の
は
上
五
、
中

七
を
入
れ
て
、
五
七
五
を
完
成
す
る

や
り
方
で
あ
る
。

大
空
：
：
．．．．．．．．．．．．．．．．． 

…
・
:
・
：
大
空
：
・
…
…
・
:

・
:
・
:
・
:
・
:
・
：
・
・
大
空
と
し
て

お
い
て
…
…
…
を
埋
め
る
や
り
方
で

あ
る
。

闊珈入岡 (24)
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こ
の
方
法
は
初
心
の
方
に
は
最
も

取
り
つ
き
易
い
や
り
方
だ
が
、
ベ
テ

ラ
ソ
の
人
も
結
構
多
く
の
方
が
利
用

し
て
お
ら
れ
る
。
一
度
や
っ
て
見
て

下
さ
い
。
案
外
作
り
易
い
や
り
方
で

す。
つ
り
は
し
で
は
先
月
「
空
」
と
い
う

題
を
出
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

青
空
を
二
つ
に
分
け
て
飛
行
雲

大
空
を
二
つ
に
分
け
た
飛
行
雲

大
空
に
音
も
立
て
ず
に
飛
行
雲

青
空
に
く
っ
き
り
浮
い
た
飛
行
雲

晴
天
の
空
に
一
筋
飛
行
雲

大
空
を
二
つ
に
さ
い
た
飛
行
雲

あ
か
ね
色
夕
や
け
空
に
飛
行
雲

と
似
た
よ
う
な
句
が
こ
ん
な
に
あ
り

ま
し
た
。
人
は
同
じ
様
な
事
を
考
へ

る
の
は
致
し
方
の
な
い
事
で
す
が
？

句
の
良
否
は
読
者
に
ま
か
せ
ま
す
。

ス
テ
ィ
バ
ル
の
方
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
i

大
勢
の
方
々
に
公
演
に
お
い
で
頂
き
嬉

i

し
く
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
~

こ
の
行
事
を
運
営
さ
れ
た
方
々
、
参
~

加
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
、
心
よ
り
~

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご
来
場
~

頂
き
ま
し
た
観
客
の
皆
さ
ま
に
も
篤
く
~

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
う
い
う
行
事

i

に
と
っ
て
、
入
場
者
が
多
い
と
い
う
こ
~

と
は
、
成
功
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
~

．
 

お
り
ま
す
。

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
~

ギ
ャ
ビ
ソ
・
バ
ソ
ト
ッ
ク

（
京
子
・
バ
ソ
ト
ッ
ク
邦
訳
）
~

．
 

．
 

．
 

．
 

夏
休
み
も
終
わ
っ
て
、
学

校
に
は
子
供
達
の
は
ず
ん
だ

声
が
も
ど
っ
て
き
た
。
真
っ

黒
に
日
焼
け
し
て
い
る
子
が

多
い
。
戸
外
で
元
気
に
遊
ん

だ
り
諸
々
の
活
動
を
し
た
り

し
た
結
果
だ
ろ
う
。
夏
休
み

の
ね
ら
い
は
、
子
供
が
ゆ
と

り
の
中
で
自
分
の
判
断
で
行

動
し
、
自
立
を
促
進
す
る
こ

と
に
あ
る
。
課
題
・
宿
題
で
し
ば
り
つ

け
る
の
で
は
な
く
、
家
庭
や
地
域
の
中

で
、
自
分
の
決
め
た
目
標
に
向
け
て
取

り
組
み
、
挑
戦
す
る
こ
と
を
願
っ
て
き

こ。t
 子

供
達
の
夏
休
み
の
反
省
や
感
想
文

を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
自
分
で
よ
く
頑

張
っ
た
こ
と
と
し
て
、
水
泳
や
ラ
ジ
オ

体
操
、
家
の
手
伝
い
、
勉
強
（
絵
や
工

作
を
含
め
て
）
を
あ
げ
て
い
る
子
が
多

い
。
ま
た
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
こ
と

と
し
て
は
、
家
族
と
の
旅
行
や
釣
り
、

愛
護
班
や

P
T
A
の
海
水
浴
、
飯
ご
う

炊
飯
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
が
目
に
つ

く
。
公
民
館
が
今
年
復
活
し
て
も
ら
っ

た
「
わ
ん
ば
く
学
級
」
に
は
町
内
各
小

学
校
六
年
の
希
望
者
が
三
十
名
も
参
加

し
、
久
万
高
原
で
の
一
泊
二
日
の
キ
ャ

ソ
プ
生
活
を
楽
し
ん
だ
。

他
校
の
友
達

と
協
力
し
て
の
ご
飯
つ
く
り
や
テ
ソ
ト

で
寝
た
の
が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
、
と

熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
く
れ
た
。
日
焼
け
し

て
退
し
く
な
っ
た
子
供
達
を
見
て
、
ニ

十
一
世
紀
の
主
役
で
あ
る
子
供
達
の

「
生
き
る
力
」
は
、
家
庭
・

地
域
を
基
盤

に
培
わ
れ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
。
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ユ
ー
カ
ラ
②
ー
ア
イ
ヌ
民
族
の
叙
事
詩
ー

松
前
藩
は
、
和
人
（
移
住
し
た
日
運
上
金
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
り
ま

本
人
）
と
ア
イ
ヌ
の
居
住
地
を
区
別
し
た
。
こ
の
「
場
所
請
負
制
度
」
は
一

し
ま
し
た
。
和
人
地
は
渡
島
半
島
南
六
七

0
年
ご
ろ
か
ら
急
速
に
増
え
ま

部
の
み
で
他
は
す
べ
て
エ
ゾ
と
呼
ば
し
た
。
特
に
近
江
商
人
が
加
わ
っ
て

れ
和
人
の
居
住
を
禁
じ
ま
し
た
。
か
ら
は
、
和
人
の
押
さ
え
つ
け
は
ま

松
前
藩
の
上
級
家
臣
に
は
知
行
地
す
ま
す
あ
く
ど
い
も
の
に
な
っ
て
い

が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
き
ま
し
た
。
普
通
は
、
米
一
俵
は
四

知
行
地
が
ア
イ
ヌ
居
住
地
区
に
あ
る
斗
で
す
が
、
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
で
は

場
合
は
、
そ
こ
を
「
場
所
」
と
呼
び
交
半
分
の
二
斗
し
か
入
っ
て
い
ま
せ
ん

易
船
を
派
遣
し
て
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
で
し
た
。

を
許
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
和
人
は
次
第
に
ア
イ
ヌ
の
土
地
に

ら
あ
が
る
利
益
を
俸
禄
と
し
た
の
で
入
り
込
ん
で
鮭
を
大
が
か
り
に
乱
獲

す
。
つ
ま
り
、
松
前
藩
は
他
の
藩
の
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
飢
え

よ
う
に
田
畑
か
ら
あ
が
る
年
貢
米
の
死
寸
前
ま
で
に
追
い
こ
ま
れ
ま
し
た
。

代
わ
り
に
、
交
易
の
独
占
権
を
藩
主
和
人
の
あ
く
ど
い
や
り
か
た
は
、

が
家
臣
に
分
け
与
え
る
方
法
を
と
っ
自
然
の
調
和
の
中
で
生
き
て
き
た
ア

て
い
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
、
「
場
イ
ヌ
の
生
活
を
根
こ
そ
ぎ
壊
す
も
の

所
制
度
」
と
い
い
、
知
行
主
を
「
場
所
で
あ
っ
た
た
め
、
怒
り
が
爆
発
し
幾

持
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
度
と
な
く
反
乱
を
起
こ
し
ま
し
た
が
、

「
場
所
持
」
と
ア
イ
ヌ
の
交
易
を
「
介
武
力
の
強
い
和
人
が
い
つ
も
勝
ち
、

抱
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
場
所
持
差
別
と
庄
迫
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
い
も

が
ア
イ
ヌ
の
首
長
に
米
、
酒
た
ば
こ
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

な
ど
を
贈
る
と
、
ア
イ
ヌ
は
慣
習
に
「
場
所
」
の
経
営
も
変
化
し
、
交
易

従
っ
て
熊
皮
、
干
鮭
、
串
貝
な
ど
を
か
ら
生
産
に
重
点
が
お
か
れ
る
よ
う

返
礼
と
し
て
渡
す
と
い
う
交
易
の
し
に
な
り
、
い
り
こ
や
魚
肥
を
作
る
た

か

た

で

し

た

。

め

近

隣

の

ア

イ

ヌ

男

性

が

強

制

的

に

場
所
持
は
利
益
を
上
げ
る
た
め
に
集
め
ら
れ
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

秤
を
ご
ま
か
し
た
り
、
粗
悪
品
を
渡
村
々
で
は
、
男
性
不
足
や
和
人
の
持

し
た
り
、
時
に
は
暴
力
ま
で
用
い
て
ち
込
ん
だ
伝
染
病
や
暴
行
で
、
人
口

不
当
な
利
益
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。
は
減
少
し
ま
し
た
。

や
が
て
武
士
た
ち
は
、
交
易
を
商

人
に
請
け
負
わ
せ
、
商
人
の
納
め
る

（
続
く
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～購入図書案内～

0家庭医学大全科

0東京大空襲

0王家の谷にねむる宝

0インカ帝国のひみつ

0 日本の文化遺産

0おてんき

お

知

ら

せ

句
集

「み
ず
う
み
」
の
寄
贈

こ
の
た
び
谷
本
一
敏
氏
よ
り
句
集

み
ず
う
み
（
昭
和
四
十
二
年
一
月
起

の
第
一
号
か
ら
九
十
六
号
ま
で
）
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

十
余
年
の
間
、
谷
本
氏
が
ガ
リ
版

刷
り
で
製
本
さ
れ
た
労
作
で
す
。
公

民
館
で
大
切
に
保
存
い
た
し
ま
す
。

貴
菫
な
句
集
を
町
民
の
皆
様
に
ご

紹
介
し
て
、
お
礼
に
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

準優勝した
バドミントンチーム

お
四
国
学
級
に
つ
い
て

疇

第

35
回
町
民
運
動
会

の
開
催
に
つ
い
て

第
三
十
五
回
町
民
運
動
会
を
、
十
月

十
日
体
育
の
日
（
雨
天
の
場
合
は
十
月

十
五
日
）
、
午
前
九
時
よ
り
肱
川
中
学

校
グ
ラ
ソ
ド
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

昨
年
は
途
中
か
ら
降
り
出
し
た
雨
に
全

種
目
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

年
は
晴
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

選
手
、
応
援
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
十
二
期
生
の
お
四
国
学
級
を
十
月

十
五
日
か
ら
二
十
日
の
四
泊
五
日
の
予

定
で
、
香
川

・
徳
島
の
二
十
三
か
寺
を

巡
拝
し
ま
す
。
今
年
で
三
年
目
と
な
り
、

八
十
八
か
所
の
う
ち
大
半
を
ま
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

同
行
二
人
の
巡
拝
の
旅
へ

0はじめてパパになる本
（著 ）日赤医療センター

0コジコジ ①～⑥  

（著）中尾喜久

（著）早乙女勝元

（著）たかしよいち

（著）たかしよいち

（著）津田

（著）トニー・ロス

（著）さくらももこ

0 おはなしちえあそぴ①～④
（著）有賀

0全国ポランティアグ）レープ団体ガイド
（著）ポランティア活動研究会

0ろくろつくび （著 ）せな

ぷ9

他

勇

忍

けいこ

0おいしく食べて健康いっぱい
やせちゃうおかず （著）神谷幸彦

〇愛媛の野鳥観察ハンドプック
は（またき （著 ）令井琉璃男

0足からの健康法 （著）藤川誠勝

0玲子さんのおしゃれ上手は
子育て上手 （著）西村玲子

0秦の始皇帝

その他、いろいろと図書を購入しました。

ぜひ、読んでみてください。

（著）陳 舜臣

一疇


	20p用

